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施策タイトル 掲載内容 前回

施策

No. 

今後の方向性（前

回計画の施策の評

価）【第 2回の資

料 5】 

現計画で

の効果 

新計画へ

の適合 

結論 

１ 

３
Ｒ
の
取
組
の
展
開 

(1)フリーマーケットや不用品交換活動の支援 リサちゃんショップけやき 9 A-更なる充実 ○ ○ 継続 

(2)ＰＲ・広報の充実 広報紙「府中のごみ」・ホームページ 10 A-更なる充実 ○ ○ 継続 

(3)市民の３Ｒ活動を支えるための新たな制度

の検討 

３Ｒ推進、２Ｒ動機づけの制度検討 13 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(4)マイバッグ持参運動の継続 マイバッグ持参、レジ袋削減 1 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(5)マイボトル持参運動の検討と試行 マイボトル持参、（業界と連携し検討、働きかけ） 2 B 方法見直し △ △ 削除 

(6)事業系ごみの排出指導徹底 事業者指導、少量排出事業者 19 A-更なる充実 ○ ◎ 継続 

(7)資源回収ルートの整備 事業者の古紙回収、（オフィス町内会？） 20 B 方法見直し ○ ○ 継続 

(8)適正な手数料の検討 ごみ袋代金、塵芥処理手数料 26 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(9)集団回収の拡充 集団回収、集団回収に取り組む自治会数増 16 A 継続実施 ○ ◎ 継続 

(10)店頭回収の促進 食品トレイ、ペットボトル店頭回収 17 A-更なる充実 ○ ○ 継続 

(11)食品ロスの削減に向けた取組（新規） 
30
ｻﾝﾏﾙ

・10
・ｲﾁﾏﾙ

運動、小盛り、フードドライブ／バンク 
- - - ◎ 新設 

２ 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革 

(1)生ごみ減量の推進 生ごみ処理（堆肥化容器、処理機購入補助） 7 A-更なる充実 ○ ◎ 継続 

(2)将来世代への環境・ごみ教育の実施 リサイクルフェスタ、地域まつり、環境教育／学

習 

11 A-更なる充実 ○ ○ 継続 

(3)分別区分と排出方法 分別区分・排出方法検討、事業系有料袋 14 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(4)分別排出ルールの徹底 排出ルール（特に容プラ）啓発、持ち去り防止、

ごみ分別アプリ 

15 A-更なる充実 ○ ◎ 継続 

(5)事業系ごみの分別排出の徹底 （事業者分別意識の向上） 18 A-更なる充実 ○ ◎ 継続 

(6)マイバッグ持参運動の継続（再掲） マイバッグ持参、レジ袋削減 1 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(7)マイボトル持参運動の検討と試行（再掲） マイボトル持参、（業界と連携し検討、働きかけ） 2 B 方法見直し △ △ 削除 

３ 

各
主
体
の
役
割
と
協
働 

(1)容器包装使用量の削減など、販売事業者に

対する働きかけ 

レジ袋や容器包装使用量の削減、量り売り、（スー

パー等への働きかけ） 

3 A 継続実施 △ ○ 継続 

(2)リサイクル推進協力事業所制度の見直し リサイクル推進事業協力事業所制度（実態なし） 4 C 抜本見直し △ △ 削除 

(3)事業活動のグリーン化の推進 事業所 ISO14001 取得等、（サービスのグリーン

化？）、事業所グリーン化推進手法検討 

5 B 方法見直し △ △ 削除 

(4)国や関係機関に対する要望 生産者・販売者ごみ発生抑制、自主回収促進を国

や都へ要請 

6 A 継続実施 △ ○ 継続 

(5)容器包装材の発生抑制の推進 マイバッグ、量り売り購入、店頭回収利用を市民

に呼びかけ 

8 A-更なる充実 ○ ○ 継続 

(6)地域ごみ対策推進事業の推進 地域ごみ対策推進員、研修 12 A-更なる充実 ○ ○ 継続 

(7)不法投棄対策の推進 不法投棄防止パトロール、不法投棄発生情報発信 21 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(8)家庭ごみの収集運搬体制の確立の確認 家庭系収集運搬体制の効率性・利便性のチェック 24 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(9)事業系ごみの収集運搬体制の確立の確認 少量排出事業者の排出実績のチェック 25 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(10)収集運搬による環境負荷の低減 低公害車導入、環境負荷低減 27 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(11)安全かつ安定的な処理運搬体制の確保 収集作業員交通安全指導、危険ごみ分別徹底 28 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(12)資源物の持ち去り対策（新規） 持ち去り防止連携協定、持ち去り防止パトロール - - - ◎ 新設 

(13)高齢化社会への対応（新規） 地域見守り活動協定、高齢者ごみ排出支援策検討 - - - ○ 新設 

４ 

安
全
安
定
処
理
処
分
の
確
保 

(1)在宅医療廃棄物の処理 在宅医療廃棄物排出ルールづくり 23 B 方法見直し ○ ○ 継続 

(2)分別区分ごとの中間処理方法の確立の確認 小型家電回収連携協定、イベント回収 29 A-更なる充実 ○ ○ 継続 

(3)府中市リサイクルプラザの安定操業と効率

化検討 

リサプラ安定操業、計画的設備更新 30 A-更なる充実 ○ ○ 継続 

(4)クリーンセンター多摩川の安定操業と中間

処理残さのリサイクル 

クリーンセンター多摩川安定操業、施設延命化、

飛灰エコセメント化 

31 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(5)最終処分量ゼロの継続 最終処分量ゼロ、飛灰エコセメント化 32 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(6)中間処理施設等の非常事態時における相互

支援 

広域支援体制維持、災害廃棄物処理計画の策定検

討 

33 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(7)せん定した枝葉の資源化 チップ化 34 A 継続実施 ○ ○ 継続 

(8)生ごみ等資源化施設の調査研究 生ごみ処理技術（他市と連携した調査研究） 35 A-更なる充実 △ △ 削除 

(9)法定処理困難物等の適正処理 家電リサイクル法対象品目、適正排出促進 22 A 継続実施 ○ ○ 継続 

 


